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日
本
生
協
連

第
65
回
通
常
総
会
を
開
催

決
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
日
本
生
協
連 

浅
田
克
己
会
長
は
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
に
向
け
て
、
全
国
の
生

協
が
温
か
い
支
援
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
の
復
興

支
援
に
取
り
組
む
決
意
を
の
べ
ま

し
た
。
ま
た
、２
０
１
５
年
は
被
爆・

終
戦
か
ら
70
年
に
あ
た
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、生
活
協
同
組
合
は「
平

和
と
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に
」

を
基
本
理
念
と
し
て
平
和
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
根
ざ
し
た
草
の
根
の
平
和

活
動
を
広
げ
、
被
爆
の
実
相
や
戦

争
体
験
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
厚
生
労
働

省 

社
会
・
援
護
局 

地
域
福
祉
課 

消
費
生
活
協
同
組
合
業
務
室 

室

長 

佐
藤
潤
様
か
ら
、
塩
崎
恭
久
厚

生
労
働
大
臣
の
祝
辞
と
し
て
、
共

助
互
助
の
生
協
の
取
り
組
み
は
地

日本生協連は２０１５年６月１２日、東京都内で
第６５回通常総会を開催。

年度のまとめと方針などの５議案を賛成多数で可決し、
新役員を選任しました。

特集

全
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

　

日
本
生
協
連
は
、
２
０
１
５
年

６
月
12
日
、
東
京
都
内
で
第
65
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
代
議
員
定
数
６
５
７
名

に
対
し
、
６
５
２
名
（
委
任
出

席
・
書
面
出
席
含
む
）
が
出
席
し
、

２
０
１
４
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、

２
０
１
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算

な
ど
の
全
議
案
を
賛
成
多
数
で
可

※International	Co-operative	Allianceの略称。

開会のあいさつをする浅田	克己会長

日本協同組合連絡協議会	委員長	萬歳	章様 厚生労働省	社会・援護局	地域福祉課	
消費生活協同組合業務室	室長	佐藤	潤様

域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の一
翼
を

担
っ
て
お
り
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
生

協
の
役
割
に
つ
い
て
、
期
待
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

協
同
組
合
連
絡
協
議
会 

委
員
長 

萬
歳
章
様
（
全
国
農
業
協
同
組
合

中
央
会 

会
長
）
か
ら
は
、
生
協
の

国
産
農
畜
産
物
の
購
買
活
動
や
産

直
活
動
な
ど
を
通
じ
た
農
業
・
生

産
者
支
援
に
つ
い
て
、
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
際
協
同
組
合
同
盟

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
※
）
ポ
ー
リ
ン
・
グ
リ
ー

ン
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
祝
電
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

復
興
支
援
や

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

地
域
貢
献
に
つ
い
て
討
論

　

議
案
提
案
後
の
全
体
討
論
で

は
、
15
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
の
生
協
の
代
議
員
か
ら
、
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問
題
へ
の
取
り
組
み
報
告
や
事
業

と
活
動
が
一
体
と
な
っ
た
ラ
ブ
コ
ー

プ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
、

事
業
連
帯
の
強
化
に
向
け
た
報
告

や
事
業
経
営
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「ひろげようラブコープ～組合員のつどい～」を
開催しました

　日本生協連は、組合員と一緒にコープ商品の普

及を行う「ラブコープ・キャンペーン」を、2014年春か

ら全国で展開しています。

　総会前日の6月11日には、コープ商品を見て、体験

して、交流する場として「ひろげようラブコープ～組合

員のつどい～」を開催し、全国から37生協387人の組

合員・役職員が参加しました。

　ブランド刷新したコープ商品の試食や、生産者と

交流する企画をはじめ、各地の生協のキャラクター

が集まるコーナーや全国の生協の活動紹介の展示

などもあり、参加者はコープ商品への理解や共感を

深めました。

議案を提案する嶋田	裕之専務理事 全体討論の様子

全
国
か
ら
の
支
援
に
対
す
る
お
礼
と

報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
平
和
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
地
域
の
見

守
り
活
動
の
取
り
組
み
、
地
域
生

協
と
医
療
福
祉
生
協
の
連
携
に
よ

る
配
食
事
業
の
報
告
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

プチステージの様子
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新たに選任された本田	英一副会長

新たに選任された新井	ちとせ副会長

特集

日本生協連　新役員体制
（任期２０１５年６月～２０１７年６月）

日本生協連第 65 回通常総会で、下記の役員が選任されました。
会長（代表理事） 浅田　克己 日本生協連

副会長
本田　英一	※ コープこうべ・組合長理事
新井　ちとせ	※ コープみらい・理事長

専務理事（代表理事） 嶋田　裕之 日本生協連
専務理事 和田　寿昭 日本生協連

常任理事

大見　英明 コープさっぽろ・理事長
宮本　弘 みやぎ生協・理事長
伊野瀬　十三 東京都生協連・会長理事
土屋　敏夫 コープネット事業連合・専務理事
石田　敦史※ パルシステム連合会・理事長
當具　伸一 ユーコープ・理事長
夏目　有人 コープあいち・理事長
藤井　克裕 大阪いずみ市民生協・理事長
小泉　信司 コープ中国四国事業連合・理事長
梶浦　孝弘 コープ九州事業連合・理事長
山本　哲夫 トヨタ生協・理事長
荻原　多加資 コープ共済連・専務理事

常務理事
山本　克哉 日本生協連
藤井　喜継	※ 日本生協連

理事

辻　哲夫 東京大学高齢社会総合研究機構・特任教授
白波瀬　佐和子	※ 東京大学大学院人文社会系研究科・教授
内澤　祥子	※ いわて生協・副理事長
熊﨑　伸	※ コープみらい・常務理事
市原　るり子	※ いばらきコープ・理事
小倉　和子	※ コープみらい・理事
庭野　吉也 東都生協・理事長
加藤　好一 生活クラブ連合会・会長理事
浦郷　由季 ユーコープ・理事
畑　忠男 京都生協・理事長
松本　陽子 大阪いずみ市民生協・副理事長
新保　雅子 コープこうべ・理事
中山　光江 コープやまぐち・常任理事
松本　等 コープえひめ・理事長
松薗　孝夫 コープかごしま・理事長
宮城　尚美 コープおきなわ・副理事長
安間　啓純 静岡県教職員生協・理事
東久保　浩喜	※ 医療福祉生協連・専務理事
原　日出夫 全労済・専務理事
毎田　伸一	※ 全国大学生協連・専務理事

常勤監事 福島　裕記	※ 日本生協連

監事

岡田　憲治	※ 日本監査役協会・監事
柳瀬　康治	※ 丸の内中央法律事務所・弁護士
森　宏之 ならコープ・理事長
平田　昌三 おかやまコープ・理事長
亀田　高秀 コープみやざき・理事長

※は今期新たに選任された役員です。
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食
も
含
む
）
を
提
供
い
た
だ
き
、放

射
性
物
質
の
量
を
測
定
す
る
も
の

で
す
。こ
の
調
査
に
は
、コ
ー
プ
ふ
く

し
ま
だ
け
で
な
く
全
国
１７
都
県
の
生

協
も
参
加
・
協
力
し
て
い
ま
す
。年

度
を
追
う
ご
と
に
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
検
出
割
合
・
検
出
量
は
減
少
し
、

２
０
１
４
年
度
の
調
査
で
は
、全
国

の
全
て
の
食
事
で
検
出
限
界
値（
1

ベ
ク
レル
/
㎏
）未
満
と
な
り
ま
し
た
。

測
定
を
通
し
て

放
射
能
問
題
に
向
き
合
う

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
で
は
、食
事
か
ら

の
摂
取
量
調
査
の
ほ
か
に
も
ホ
ー
ル

ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）で
の

体
内
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
、日
常
生
活

で
の
外
部
被
ば
く
線
量
の
測
定
な
ど

の
調
査
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、調
査
結
果
に
対
す
る
学
習

の
機
会
を
設
け
、測
定
を
受
け
た
組

合
員
一人
ひ
と
り
が
理
解
を
深
め
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
調

査
の
結
果
は
、行
政
の
測
定
と
並
ん

で
、地
域
の
方
々
の
判
断
材
料
の
一

測
定
す
る
こ
と
で
現
状
を
把
握
し
、

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
を
促
進

〜
被
ば
く
線
量
調
査
活
動
〜

18
都
県
で
の
家
庭
の
食
事
調
査

調
査
初
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
不
検
出

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
た
ち

ま
し
た
。
全
国
の
生
協
で
は
、継
続

し
て
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、被
災
地
で
は
、今
も
産
業
の

復
興
や
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
生

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
で
は
、原
子
力

発
電
所
事
故
後
の
２
０
１
１
年
４

月
か
ら
、放
射
能
に
関
す
る
学
習
会

を
開
催
す
る
な
ど
、早
い
段
階
か
ら

放
射
能
問
題
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
、

２
０
１
１
年
秋
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
家
庭
の
食
事
か

ら
の
放
射
性
物
質

摂
取
量
調
査
」
で

す
。
こ
れ
は
、「
ふ

だ
ん
の
食
事
で
ど

れ
く
ら
い
放
射
性

物
質
を
摂
取
し
て

い
る
の
か
を
知
り

た
い
」
と
い
う
福

島
県
内
の
消
費
者

の
声
に
応
え
た
取

り
組
み
で
、ふ
だ
ん

通
り
の
食
事
２
日

分（
計
６
食
・
間

生協・地域貢献
レポート

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま

ＩＣＰＲ関係者（手前）
の取材を受けるコープ
ふくしまの役職員

２０１４年度の調査結果

＊ＩＣＲＰ：International	Commission	on	Radiological	Protection

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
測
定
活
動
に
つ

い
て
は
、国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。２
０
１
５
年
５
月
30
日
〜

31
日
に
福
島
で
開
催
さ
れ
た
国
際

放
射
線
防
護
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
※
）

主
催
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
野
中
俊
吉
専
務

理
事
が
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
は
、こ
れ
か
ら
も

組
合
員
の
知
り
た
い
こ
と
や
不
安
な

気
持
ち
を
丁
寧
に
受
け
止
め
、放
射

能
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。
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CO・OP
国際活動情報

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の

日
本
の
生
協
の
役
割

世
界
各
国
の
協
同
組
合
が
つ
く
る

国
際
組
織
と
し
て
、
国
際
協
同
組

合
同
盟（
Ｉ
Ｃ
Ａ
※
）が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
８
９
５
年
に
イ
ギ
リ
ス
で

Ｉ
Ｃ
Ａ̶
Ａ
Ｐ
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
生
協
の
交
流
・
人

材
育
成
や
、
域
内
の
協
同
組
合

に
携
わ
る
青
年
、
女
性
の
参
加
を

促
進
す
る
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
９
９
４
年
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ａ̶

Ａ
Ｐ
に
職
員
を
派
遣
し
て
お

り
、
現
在
は
８
人
目
の
出
向
者
が

生
協
委
員
会
の
事
務
局
を
担
っ
て
い

ま
す
。

ア
ジ
ア
の
生
協
の
発
展
め
ざ
し

生
協
間
の
交
流
を
促
進

Ｉ
Ｃ
Ａ

̶

Ａ
Ｐ
生
協
委
員
会
に

は
、
ア
ジ
ア
の
11
カ
国
か
ら
13
の
生

協
が
参
加
し
、
現
在
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
生
協
経
営
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
、
南
ア
ジ

ア
地
区（
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
）

の
生
協
や
多
目
的
協
同
組
合
を
対

象
と
し
た
生
協
開
発
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
、
事
業
報
告
や
情
報
交
換
を

行
う
委
員
会
の
開
催
や
、
ア
ジ
ア

各
地
の
生
協
に
関
す
る
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の

生
協
の
協
力
の
も
と
で
開
催
し
て
い

る
、
日
本
の
生
協
で
の
２
週
間
に
わ

Ｉ
Ｃ
Ａ

－Ａ
Ｐ
を
通
し
た

ア
ジ
ア
の
協
同
組
合
と
の
協
力

※International	Co-operative	Allianceの略称。

設
立
さ
れ
た
世
界
の
協
同
組
合
の

連
合
会
で
、
日
本
で
は
日
本
生
協

連
の
ほ
か
、
全
国
農
業
協
同
組
合

中
央
会
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
な
ど
15
団
体
が
加
盟
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ア
フ
リ
カ
、
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ、
ア
ジ
ア
太
平

洋
の
各
地
域
ご
と
に
事

務
局
が
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
事
務
局（
Ｉ
Ｃ
Ａ

̶

Ａ
Ｐ
）は
、
イ
ン
ド
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
２
カ
所
に
お

か
れ
、
ア
ジ
ア
の
協
同

組
合
に
関
す
る
調
査

や
情
報
発
信
の
ほ
か
、

域
内
の
協
同
組
合
間

の
連
携
・
交
流
の
た
め

の
会
議
・
研
修
の
開
催

や
、
農
業
・
漁
業
・
生

協
・
信
用
事
業
な
ど
の

分
野
ご
と
に
、
情
報
交

換
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
促
進
す
る
各
種

委
員
会
の
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

日
本
生
協
連
は
、

生協委員会のメンバー

生協経営ワークショッ	プ　シンガポールの生協の	店舗を見学

た
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
研
修
へ
の
参
加
者

の
選
考
も
行
っ
て
い
ま
す
。

生
協
委
員
会
は
40
年
以
上
の
長

い
歴
史
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
や
研
修
に
参
加
し
た
人

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
協
の
幹

部
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
幅
広
く

活
躍
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ａ̶

Ａ
Ｐ

は
こ
れ
か
ら
も
ア
ジ
ア
の
生
協
の
発

展
の
た
め
、
生
協
間
に
お
け
る
活

発
な
交
流
や
人
材
育
成
に
貢
献
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
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原爆展での証言の様子

ＮＰＴ再検討会議の開催地・ニューヨークで
平和への願いをアピール

トピックス

散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）再
検
討
会
議
に
あ

わ
せ
て
、生
協
で
は
、４
月
２４
日
～
５

月
１
日
ま
で
４５
生
協
91
人
の
生
協
代

表
団（
団
長
・コ
ー
プ
こ
う
べ	

本
田
英

一
組
合
長
理
事
）を
派
遣
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会（
略
称
：
日
本
被
団
協
）が

派
遣
す
る
４８
人
と
合
わ
せ
て
１
３
９

人
の
合
同
代
表

団
を
結
成
し
、被

爆
者
の
方
と
と

も
に
、世
界
に
向

け
て
被
爆
の
実

相
を
伝
え
る
活

動
や
、核
兵
器
廃

絶
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
し

た
。

　

被
爆
者
を
は
じ

め
、国
連
・
日
本

政
府
関
係
者
な

ど
約
１
０
０
人
が

参
加
し
た「
ヒ
ロ

シ
マ・ナ
ガ
サ
キ
ア

ピ
ー
ル
集
会
」（
平

和
首
長
会
議
主

署名の目録贈呈の様子

催
）で
は
、核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
開
始
を
求
め
る
署
名
１
０
９
万

人
分（
う
ち
、約
８９
万
が
生
協
集
約

分
）の
目
録
を
、本
田
団
長
か
ら
国

連
軍
縮
担
当
次
席
上
級
代
表
に
手

渡
し
ま
し
た
。

被
爆
体
験
を
継
承
し
て

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

め
ざ
す

　

現
地
で
は
、生
協
代
表
団
と
日

本
被
団
協
の
被
爆
者
で
１０
人
前
後

の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、活
動
を
進
め

ま
し
た
。生
協
代
表
団
は
、国
連
本

部
ロ
ビ
ー
で
の
日
本
被
団
協
の
原
爆

展
の
サ
ポ
ー
ト
や
、被
爆
者
の
証
言

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

原
爆
展
で
は
、全
国
の
生
協
か
ら
の

募
金
を
使
っ
て
制
作
さ
れ
た
パ
ネ
ル

が
展
示
さ
れ
、被
爆
者
に
よ
る
証
言

活
動
の
お
手
伝
い
の
ほ
か
、折
り
鶴

な
ど
を
来
場
者
へ
渡
し
て
平
和
へ
の

願
い
を
伝
え
ま
し
た
。ま
た
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
周
辺
の
学
校
や
教
会
２９
カ

所
で
の
べ
33
回
行
わ
れ
た
被
爆
証

言
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
、国
連
の
各
国
政
府
代
表
部

を
訪
問
し
、被
爆
者
と
一
緒
に
核
兵

器
廃
絶
へ
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

被
爆
・
終
戦
７０
年
を
契
機
と
し

て
、こ
れ
か
ら
も
生
協
は
、被
爆
体

験
を
継
承
し
、地
域
か
ら
の
草
の
根

の
平
和
活
動
を
広
げ
、被
爆
者
の

方
の
悲
願
で
も
あ
る
核
兵
器
廃
絶

へ
の
あ
ゆ
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

全
国
の
生
協
で
集
約
し
た
署
名

約
89
万
筆
を
国
連
に
提
出

　

全
国
の
生
協
は
、被
爆
体
験
を
継

承
し
、核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

を
求
め
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。２
０
１
５
年
４
月
27
日
か
ら
ニュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
核
兵
器
不
拡



特
集

日
本
生
協
連 

第
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回
通
常
総
会
を
開
催

Vol.138
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S U M M E R 生
協
の
は
じ
ま
り

　

協
同
組
合
の
歴
史
は
、19
世
紀
の
イ
ギ
リ

ス
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
で
は
世

界
に
先
駆
け
て
産
業
革
命
が
起
こ
り
、生
産

が
飛
躍
的
に
増
大
し
ま
し
た
が
、一
方
で
、工

場
で
働
く
人
々
は
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
を

強
い
ら
れ
、常
に
失
業
の
不
安
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

１
８
４
４
年
、イ
ギ
リ
ス
の
工
業
都
市
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
北
東
に
あ
る
ロ
ッ
チ
デ
ー

ル
と
い
う
町
で
、織
物
工
な
ど
28
人
の
労
働
者

が
、自
ら
の
手
で
よ
り
良
い
社
会
を
生
み
出

そ
う
と
「
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
開
拓
者
組
合
」

を
設
立
し
ま
し
た
。彼
ら
は
、１
年
が
か
り
で

１
人
１
ポ
ン
ド（
当
時
の
労
働
者
の
３
週
間

分
の
賃
金
に
相
当
す
る
額
）
を
積
み
立
て
、同

年
12
月
、倉
庫
の
１
階
に
最
初
の
店
を
開
き
ま

す
。こ
の
と
き
、売
場
に
並
ん
だ
の
は
小
麦
粉
、

バ
タ
ー
、砂
糖
、オ
ー
ト
ミ
ー
ル
の
４
品
だ
け

で
し
た
。

　

同
組
合
は
「
混
ぜ
物
の
な
い
正
し
い
食
品
」

「
正
し
い
目
方
」「
掛
け
値
な
し
の
値
段
」「
現

金
買
い
」「
剰
余
金
の
分
配
」「
教
育
の
重
視
」

な
ど
を
運
営
原
則
と
し
て
定
め
ま
し
た
。こ

れ
は
「
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
原
則
」
と
呼
ば
れ
、そ

の
精
神
は
今
日
の
世
界
の
協
同
組
合
原
則
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
開
拓
者
組
合
に
影
響

さ
れ
て
、イ
ギ
リ
ス
国
内
で
は
各
地
に
協
同

組
合
が
設
立
さ
れ
、連
合
会
も
結
成
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
協
同
組
合
運
動
は
、１
８
０
０
年

代
後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。１
９
０
０
年
代
に
入
る
と
、当
時
の

ソ
連
な
ど
の
社
会
主
義
国
、ア
メ
リ
カ
、ア
ジ

ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
、世
界
中
に
広
が
り
、

協
同
組
合
は
万
人
の
も
の
と
し
て
定
着
し
て

い
き
ま
し
た
。

生
協
ミ
ニ
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ロッチデール公正開拓者組合の最初の店舗（1階部分）。
ロッチデール先駆者博物館として保存されている
（現在、建物はリニューアルされている）。

　生協（生活協同組合）は、農協や漁協などと同じ協

同組合の一つです。「消費生活協同組合法（略称：生

協法）」に基づいて設立され、生活の向上をめざし、

さまざまな事業や活動を行っています。生協は、利用

者である組合員自身が出資し、意思決定や運営に参

画する組織です。

　日本生協連は、生協法に基づく生協の全国連合会

で、右のような事業や活動を行っています。

会　長　浅田 克己（代表理事）

会員数　３30会員（２０１4年度末）

供給高　３，747億円（２０１4年度）

全国の組合員数　２，770万人（２０１4年度末）

会員生協の総事業高　約３．３兆円（２０１4年度）

[URL]　http://jccu.coop/

創　立　1951年3月20日

■主な事業と活動
１． 会員生協への商品供給などに関わる事業
 ①コープ商品などの開発と供給
 ②通販事業、旅行事業
 ③商品事業に関わる品質管理、物流・情報システムなど事業基  
　盤の開発や運用　など

２． 会員生協への支援の取り組み
 ①会員生協間の連絡・調整・交流
 ②会員生協の宅配・店舗・福祉などの事業や、環境保全・くらしの
　助け合いなどの組合員活動への支援

 ③会員生協の組織運営・法令順守の支援　など

３． 生協の全国組織としての取り組み
 ①生協の全国的な事業・活動方針策定
 ②国内・国外の各種協同組合・諸団体・行政などとの連絡・調整
 ③「食」「環境」「福祉」「消費者問題」など生活に関わる社会的
　テーマについての意見発信や取り組み　など

日本生活協同組合連合会（略称 ： 日本生協連）組織概要


